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 上記の研究内容は卒業研究のテーマとして展開している。
 つくばチャレンジシンポジウムにおける発表のため、レポート執筆、ポスター製作、発表指導を
実施した。
 今後も、上記課題を実施する中で得られた知見を卒業研究テーマへと展開するものである。
 さらに、製作した移動ロボット、装置等の成果物に関しても、ゼミナールを対象にした実習コン
テンツや、研究紹介用デモ機として活用する。

 研究実績の概要

 本研究では、「つくばチャレンジ」への参加を通じた、屋外で利用できる全方向移動自動搬送ロ
ボットの製作と、屋外での走行試験を行った。
 「つくばチャレンジ」は、移動ロボットが遊歩道等の市街地を自律走行する技術チャレンジで、
毎年様々な大学、高専、研究機関等が参加している。公道等を含む市街地の実環境での走行試験
は法律上、個人や研究室単位での走行許可をとるのが難しい。「つくばチャレンジ」はこのよう
な研究・開発者が合同で走行試験を実施出来る公開実験の場であり、コンテスト等とは違い競技
ではなく、屋外移動ロボット技術の実地試験と研究成果の共有を趣旨としている。
 当該年度では、自律移動ロボットの試作機を製作した。自律移動は、レーザ測位機センサによる
SLAMと呼ばれる自己位置推定手法を用いて、Autowareと呼ばれる自律運転システムを用いて実装
した。
 この試作機でつくばチャレンジの実験走行および本走行に参加した。屋外実環境での完走には至
らなかったが、目標としていたうちの8割ほどのコースを走破することができ、動作可能な自律移
動ロボットの製作を実現するとともに、自律移動ロボット開発の知見を得た。
 今後は、これらの知見を活かして、搬送ロボットの開発を実施する予定である。

 研究発表（論文、著書、講演等）

氏名

・つくばチャレンジシンポジウム2024においてポスター発表を実施

 その他（教育活動・OPCへの貢献、特許等）

所属 職

研究種目

（和文）つくばチャレンジを通じた屋外自動搬送ロボットの開発

氏名

令和　7年　5月　22日

2024年度　特定課題研究費研究報告書

職 助教 氏名 加藤航甫研究代表者 所属 ロボット

理事長　殿

氏名

研究分担者

重点課題研究

研究課題名

（英文）Prototyping of outdoor autonomous mobile robot

所属

所属

職

職


	（様式３）特定研究報告書

